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第２節　調査の概要

第１次調査

　平成 22 年 11 月 27 日から 12 月 4 日まで第 4 地区と第 6 地区で探査と発掘調査をおこなった。

　２ヵ所で物理探査をおこない、それぞれ良好な結果を得た。下記に探査成果の解析結果を記す。第４地区では所々

に小形の反応があり、火葬墓の存在を推定できた。ただ今回の発掘調査では火葬墓は検出できなかった。第６地区

では探査地点北側に緩やかに円を描く溝状の反応が得られ、この地点に第１トレンチを設定した。しかしこの反応

は土中のマンガン堆積の反応であることが判明し、顕著な遺構は検出できなかった。探査地点南辺ではまとまった

反応が得られ、周囲に盗掘に伴うレンガが散乱していた。この地点からは次項に述べるような火化地と想定される

レンガ遺構が検出された。

第 2次調査

　平成 23 年 2 月 16 日から 21 日まで、第 4 地区の追加調査をおこなうとともに、第 8 地区で新たな発掘調査を

おこなった。合わせて村人が所蔵していた遺物を借りて実測調査をおこなった。

　第 4 地区では盗掘孔のある 2 ヵ所の地点のうち 1 ヵ所を選び、盗掘孔を中心にトレンチを設定した。その結果

木棺墓と思われる掘方を検出した。そのうちの 1 基からは墓壙のなかに木棺の痕跡を検出することができた。今

回の調査によって、大形の骨蔵器が検出されない墓跡については、木棺墓である可能性が示唆された。

　第 8 地区はこれまでの第 4、6、7 地区と異なり、集落の中の地点である。村人によれば今回の調査地点のすぐ

北からは、クメール陶器黒褐釉四耳壺が出土し、人骨も伴っていたとのことである。今回はその近くの民家近くで

調査をおこなった。全体の層位を確認し、墓葬を検出することはできなかったが、調査をすることによって、周辺

の表採をおこなうことが可能になったり、周辺村人が集めた表採遺物を調査することが可能になったりと、これま

でに出土した遺物群の調査をおこなうことができた。

第 5図　地中レーダー探査 第 6図　第 6地区の発掘調査

第 7図　第 4地区の発掘調査 第 8図　村人所蔵遺物の実測調査
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第 9図　学校地区空中写真 第 10 図　学校地区から第 4・6・7地区をのぞむ

第 11 図　村人への説明会 第 12 図　学校地区での探査風景

第３次調査

　平成 23 年 7 月 27 日から 8 月 9 日までクラン・コー遺跡小学校地区とロンヴェーク遺跡において調査をおこなっ

た。各遺跡の広範囲な写真撮影のために日本治水福岡の西田氏によるマルチローターヘリを用いた空中写真撮影を

おこなった。クラン・コー遺跡では第 7 地区と学校地区で地中レーダー探査と空撮をおこなった後、発掘調査を

おこなった。学校地区では比較的遺物の出土が多くみられたとともに、墓葬 1 基を発掘した。ロンヴェーク遺跡

でも土塁や堀の様子などを中心に空撮をおこなった。

第 4次調査

　平成 24 年 2 月 8 日から 13 日まで現地調査をおこない、2 月 22 日に現地調査の成果をプノンペンの文化芸術

省で発表した。第 3 次調査において学校地区で墓葬が発見されたため、その周辺でのさらなる調査のために、第 3

次調査第 1 号墓の西側にトレンチを設定するとともに、墓葬 1 基を検出した。土師質土器の出土が多く見られた

墓葬区の東側に長さ 15m のトレンチを設定した。

第 5 次調査

　平成 24 年 8 月 12 日から 19 日まで第 5 次調査をおこなった。第 3 次・第 4 次発掘調査において、1 号墓、2

号墓が検出されたことを受け、本次調査では更なる墓葬の有無を確認するため先回までの発掘区域に近接した位

置にトレンチを 4 ヵ所設定した。今回設定した 4 ヵ所のトレンチから墓葬は確認されることはなく、土器片の厚

い堆積層が確認された。土器堆積層は地表面約 20㎝から 100㎝にかけて堆積しており、出土した土器片はいずれ

も在地産のものであると判断された。また、土器堆積層の中から土器製作に用いる当て具が 25 点、陶製腕輪片が

59 点、石製腕輪片が 4 点出土した。

　今回発見された土器堆積層内から、シーサッチャナライ窯産製と思われる青磁片が出土しており、15 世紀中頃

から後半の製品と考えられる。1 号墓からも同時代のシーシャッチャナライ青磁が副葬品として埋納されていたこ

とを考えると、今回検出された土器堆積層も、墓葬とほぼ同時代と考えられる。

　今回の発掘調査から、1 号墓、2 号墓の周辺には厚い土器堆積層が存在していることが判明した。出土輸入陶磁

器の年代観から墓葬 2 基と土器堆積層は 15 世紀中頃から後半ないし、16 世紀初頭に属すると推定される。
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第 15 図　学校地区　2号墓調査風景 1 第 16 図　学校地区　2号墓調査風景 2

第 13 図　学校地区　第 1号墓の発掘 第 14 図　プノンペンにおける成果報告会
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